
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
　
第
五
号

中
川
善
之
助
寄
贈
文
書
ｍ





序

文

一
昨
年
よ
り
当
館
所
蔵
史
料
目
録
の
第
二

・
四
号
と
し
て

「
中
川
善
之
助
寄
贈
文
書
」
の
全
目
録
と
、
未
公
刊
の
主
と
し
て
近
世
史
料

を
刊
行
し
て
き
た
が
、
本
書
は
こ
れ
の
最
終
巻
を
な
す
も
の
で
、
本
書
に
よ
っ
て

「
中
川
善
之
助
寄
贈
文
書
」
の
う
ち
の
近
世
史
料
の
刊

行
は
す
べ
て
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。

本
書
に
は
、
第
四
号
に
引
き
続
い
て
仙
台
藩
関
係
文
書
と
、
そ
れ
に
会
津
藩
の

「御
法
度
書
」
を
収
録
し
た
。
こ
の
う
ち
、
本
書
の
大

半
を
占
め
て
い
る
会
津
藩

「御
法
度
書
」
は
、
藩
祖
保
科
正
之
の
寛
永
期
か
ら
容
敬
の
文
政
期
に
い
た
る
、
家
臣
に
対
す
る
法
度

懲
ホ令
）

を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
編
纂
が
ど
こ
で
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

主
と
し
て
会
津
藩
家
臣
の
生
活
の
様
子
、
た
と
え
ば
困
窮
状
態
な
ど
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
。
最
近
、
豊
田
武
氏
を
監
修
者
と
し
て

『会

津
藩
家
政
実
紀
』
が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
会
津
藩
政
史
研
究
は
な
お

一
層
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
史
料
が
そ
れ
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
達
邦
成
の

「
手
控
」
は
、
明
治
初
年
に
北
海
道
の
開
拓
に
入
っ
た
仙
台
藩
家
臣
の
動
向
を
伝
え

る
も
の
で
、
こ
れ
も
大
変
興
味
深
い
史
料
と
い
え
よ
う
。
史
料
中
、
明
治
三
年
の
有
珠
郡
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
「家
数
人
別
調
」
な
ど
で
、

ア
イ
ヌ
の
こ
と
を

「
土
人
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
問
題
の
箇
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
歴
史
的
史
料
と
し
て
、
と
く
に
ア
イ
ヌ
の
家
族
構
成
な
ど

が
知
ら
れ
て
貴
重
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
収
録
し
た
。
諒
と
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
書
の
作
成
に
は
主
と
し
て
在
原
昭
子
、
齋
藤
洋

一
、
須
田
由
美
子
、
高
澤
憲
治
の
諸
氏
が
あ
た
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
五
日

馨

奨

重

醤

長

大

石

慎

二

郎



例

一
、
本
書
は
、
昭
和
五
一
年
に
令
夫
人
中
川
綾
子
氏
よ
り
学
習
院
大
学
史
料
館

に
寄
贈
さ
れ
た
、
故
中
川
善
之
助
氏
所
蔵
文
書
の
う
ち
の
一仙
台
藩
関
係
史
料

と
会
津
藩
関
係
史
料
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
史
料
筆
写
は
、
通
例
の
古
文
書
筆
写
要
項
に
従
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
主

な
点
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

０
　
適
宜
読
点
を
つ
け
た
。

例
　
漢
字
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
と
し
た
。

倒
　
仮
名
は
、
而

。
江

・
オ
・
〆
・
片
。
た
・
こ
・
「
は
生
か
し
、
そ
の
他

は
平
仮
名
に
改
め
た
。

四
　
誤
字
，
あ
て
字
等
は
適
宜

（　
）
で
、
補
足
・
訂
正
し
た
。

同
　
開
字
は

一
字
あ
け
、
平
出

・
橿
頭
は
二
字
あ
け
で
示
し
た
。



史
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一
四
　
御
法
度
書

（会
津
藩
）

（表
紙
）

御
法
度
書

巻

　

一

巻

一一　
合
巻

巻

一二

凡
例

土
津
様
以
来
　
御
代
々
之
御
制
法
共
大
経

ハ
雖
相
貫
、
漸
々
御
増

損
も
有
之
、
数
度
之
御
令
条
不
考
合
候
而

ハ
現
行
之
品
不
相
分
紛

敷
成
行
事

二
付
、
自
今
巳
後
可
被
相
用
分
を
御
議
定
之
上
改
而
被

相
載
候
条
可
得
其
意
候
事
、

武
家
諸
法
度

ハ
　
　
公
儀
御
代
替
之
毎
度
被
　
仰
渡
候
と
い
へ
と

も
　
　
厳
有
院
様
以
前
之
御
法
度
井
　
　
文
昭
院
様
御
代
之
御
法

度

ハ
　
御
当
代
御
用
之
品
と

ハ
少
敷
異
同
有
之
候
処
、
　
　
有
徳

院
様
以
来
元
和
之
御
法
制

二
被
為
随
、
其
後
御
代
々
共
通
之
事
故

御
当
代
天
明
之
御
法
度
而
巳
被
相
載
候
事
、

一
御
家

二
而
御
家
中
之
掟
は
　
　
土
津
様
　
御
代
寛
永
十
四
年
始
而

被
　
仰
出
、
猶
御
潤
色
之
上
慶
安
万
治
両
度
被
　
仰
出
、
其
後
至

千
今
万
治
之
御
定
御
遵
行
之
御
事

二
候

へ
共
、
其
内
沿
革
有
之
旧

文
之
儘

二
而
今
日
之
御
制
度
と
対
様
不
致
品
と
も
有
之
二
付
、
此

度
改
而
被
相
定
候
上

ハ
寛
永
慶
安
万
治
之
三
令

ハ
此
帳
面

へ
不
被

相
載
候
事
、

一
御
代
々
之
御
教
令
及
数
度
候
、
後
々
迄
も
心
得
と
す

へ
き
品

二
し

て
文
長
く
意
味
深
長
た
る
ハ
旧
文
之
儘

二
而
初
之
二
冊

二
被
相
載

候
間
、
役
名
称
呼
等
現
在
之
御
制
度
と
異
成
儀
も
有
之
条
可
得
其

意
候
、
倹
約
之
御
教
令
等

ハ
数
多
有
之
と
い
へ
と
も
去
ル
亥
年
改

而
被
相
定
候
故
旧
文

ハ
被
相
省
候
事
、

一
次
之
二
冊
御
定
之
条
々
原
文
之
儘

二
可
被
相
載
候
得
共
、
左
候
而

ハ
文
言
殊

二
繁
雑

二
相
成
而
巳
二
無
之
、
其
中

二
不
用
之
事
或

ハ

前
後
饂
嬬
之
品
も
有
之
紛
乱
到
安
き
事
故
、
此
度
御
吟
味
有
之

一

覧
之
上
二
而
分
り
安
き
様
取
捨
添
削
之
上
其
要
文
を
被
相
載
候
事
、



一
御
家
禁
御
軍
禁

ハ
不
及
申
軍
役
定
其
外
不
時
之
節
之
御
条
ロ

ハ
お

の
つ
か
ら
其
品
を
以
被
行
候
故
、
此
帳
面

へ
不
被
相
載
候
事
、

一
公
儀
服
忌
令
前
条
同
断
之
事
、

一
御
意
之
事
大
小
と
も
二
大
形

ハ
此
帳
面
二
雖
被
相
載
、
或

ハ
大
綱

を
掲
ケ
細
目
を
略
し
、
或

ハ
役
人
其
事
を
奉
行
す
る
事

ハ
夫

二
譲

り
候
品
も
儘
有
之
事
、

一
毎
条
其
事
之
起
れ
る
年
を
肩
書

二
い
た
し
、
近
年
少
々
御
増
損
之

年
代

二
至
而

ハ
煩
敷
儀

ハ
相
省
候
事
、

一
臨
時
之
命
令

ハ
後
年
迄
其
通
御
遵
行
之
事
に
も
無
之
候
条
被
相
除

候
、
仮
令

ハ
宝
暦
己
来
御
借
知

二
付
被
相
定
候
類

ハ
不
被
相
載
候

事
、

一
旧
来
之
御
作
法
何
年
ぶ
起
れ
る
共
不
知
仕
来
之
品
も
数
多
有
之
事

二
候
所
、
品

二
寄
な
た
れ
候
弊
も
有
之
事

二
候
故
、
其
類
を
も
被

相
載
候
事
、

一
公
儀
御
定
を
も

一
々
可
被
相
載
候
得
と
も
　
御
家
之
御
制
度

ハ
多

分
　
　
公
儀
御
定
な
内
端

二
被
立
置
候
事
故
、
其
類
は
不
被
相
載

候
事
、

一
公
儀

ハ
勿
論
　
御
家
之
御
定
日
用
之
間
、
心
得
と
す

へ
き
事
共
大

方
御
吟
味
有
之
事
と
い
へ
と
も
、
条
例
之
類

二
至
而

ハ
一
書
之
尽

す

へ
き

二
無
之
候
、
此
帳
面
を
本
と
し
常
々
吟
味
探
索
を
加

へ藁
興

失
無
之
様
可
相
心
得
義
勿
論
之
事
、

一
所
々
二
被
建
置
候
高
札
之
条
々
ハ
諸
人
明
ら
か
に
知
ル
事

二
候
間

此
帳
面

へ
被
相
除
、
其
外
指
手
形
を
出
シ
或

ハ
赤
子
之
屍
を
棄
候

類
触
面
二
有
之
と
い
へ
と
も
、
令
条
を
待
す
し
て
心
得
違
有
之
間

敷
筈
之
事
故
是
亦
不
被
相
載
候
事
、

一
今
度
新
規
之
御
議
定
之
義

ハ
其
趣
肩
書

二
相
断
候
事
、

一
旧
令
之
内
い
つ
と
な
く
廃
せ
る
も
の
、
此
度
御
再
興
之
上
古
に
被

復
候
儀
も
有
之
候
間
可
存
其
旨
事
、

一
凡
而
御
知
行
高
御
切
符
高

二
随
而
次
第
有
之
分

ハ
、
当
分
御
借
知

中

ハ
残
知
之
割

二
随
ひ
夫
と
違
有
之
事

二
候
処
、
婚
葬
之
御
定
式

ハ
其
外
迪
も
残
知
全
知
之
差
別
な
く
定
被
置
候
品
も
有
之
候
間
可

得
其
意
候
事
、

〓
肩
書

二
出
す
所
或

ハ
年
代
月
日
断
る
と
い
へ
と
も
、
全
く
不
相
知

或

ハ
年
号
計
り
を
記
し
或

ハ
年
月
あ
り
て
日
な
き
も
ま
ゝ
有
之
候
、

或

ハ
江
戸
会
津
に
て
申
渡
所
之
月
日
等
相
出
入
す
る
も
有
之
事
、

文
化
十
四
年
丁
丑
七
月
七
日
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目
録

公
儀「（朱
一
」

一
武
家
諸
法
度
、

土
津
様
御
代

「（
一
朱
一）
」

一
御
家
中
武
具
心
懸
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（
一朱一
」

一
組
頭
始
諸
頭
心
得
方
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（縦
一
」

一
御
家
中
武
具
可
改
旨
被
　
仰
出
候
事
、

「（黙
一
」

一
諸
士
屋
敷
‘
手
作
物
売
出
或

ハ
礼
物
等
取
候
儀

二
付
被

仰
出
候
事
、

」

一
組
頭
共
仲
ケ
問
合
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

」

一
組
頭
共
其
組
之
馬
を
可
見
旨
被
　
仰
出
候
事
、

」

一
風
説
雑
談
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

」

一
侍
共
之
者
町
へ
出
候
時
格
好
相
応
供
可
召
連
旨
被
　
仰

出
候
事
、

「（黙
」
」

一
仲
ケ
間
申
合
拝
借
物
之
義
及
訴
訟
候
節
被
　
仰
出
候
事
、

ゝ
協
一）
」

一
御
供
番
頭
御
小
靡
軒
小
番
頭
支
配
取
扱
方
之
義
二
付
被

仰
出
候
事
、

「（株
ゴ
」

一
火
葬
丼
殺
産
子
候
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（條
ゴ
」

一
子
（拠
を
無
慈
悲

二
育
候
者
有
之
被
　
仰
出
候
事
、

「（株
ビ
」

一
被
下
物
之
願
申
出
候
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（株
Ｆ
」

一
御
家
中
無
尽
之
企
相
聞
候

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（株
ガ
」

一
倹
約
之
義
箇
条
を
以
被
　
仰
出
候
事
、

鳳
翔
院
様
御
代

「（條
Ｊ
」

一
御
家
督
之
節
御
家
中
之
者

へ
被
　
仰
出
候
事
、

「（條
だ
」

一
御
家
中
之
士
困
窮

二
付
訴
訟
を
企
候
由
達
　
　
土
津
様

御
聴
御
下
知
之
趣
友
松
勘
十
郎

一
柳
平
左
衛
限
林
２
会

津
御
家
老
共

へ
申
遣
候

二
付
、
御
家
中
之
面
々
へ
も
申

渡
候
事
、

「（株
ガ
」

一
組
士
之
内
金
銭
利
倍
（理
候
二
付
跡
式
御
立
被
成
間
敷
候

処
、
御
慈
悲

二
御
立
被
下
候
旨
被
　
仰
出
候
事
、

「（＃
け
」

一
後
妻
を
早
速
要
候
義

二
付
御
教
誠
被
　
仰
出
候
事
、

徳
翁
様
御
代

「採

一）
」

一
御
入
部
之
節
御
家
中
御
領
中

へ
被
　
仰
出
侯
事
、

「採
ゴ
」

一
町
奉
行
始
諸
役
人
心
得
方
之
儀
被
　
仰
出
候
事
、

九む八む七む六む



（朱
）

「
十
三
」

一
御
領
中
虚
説
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
十
四
」

一
御
家
中
之
面
々
為
遊
猟
罷
出
候
節
心
得
方
之
義
被
　
仰

出
候
事
、

（朱
）

「
十
五
」

一
大
酒
乱
酔
之
義
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
十
六
」

一
建
馬
心
得
方
之
義
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
十
七
」

一
頭
役
心
得
方
之
義
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
十
八
」

一
芸
術
を
以
被
　
召
仕
候
者
家
業
出
精
可
相
励
旨
被
　
仰

出
候
事
、

（朱
）

「
十
九
」

一
番
代
之
者
多
無
之
様
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
十
」

一
御
役
訴
訟
之
心
得
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
十

一
」

一
御
家
老
奉
行
差
図
之
品
卒
爾

二
及
愚
意
候

二
付
被

仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
二
」

一
学
問
之
義
孔
孟
程
朱
之
学
流
致
講
習
其
他
之
教
法
不
可

雑
旨
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
三
」

一
士
共
仮
初
之
寄
合

二
も
困
窮
之
咄
仕
候
義

二
付
被
　
仰

出
候
事
、

（朱
）

「
三
四
」

一
江
戸
御
屋
敷
御
条
目
先
制
之
趣
御
増
損
之
上
被
　
仰
出

候
事
、

土
常
様
御
代

「（珠
ｒ
」

一
御
政
道
其
外
輸
聰
心
得
方
之
義
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
六
」

一
士
風
之
義
被
　
仰
出
候
事
、

巻
二

目
録

恭
定
様
（朱
）

「
三
七
」

一
諸
役
人
精
力
を
励
し
淳
直

二
可
相
勤
旨
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
八
」

一
孝
悌
之
風
文
武
之
筋
可
相
励
旨
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
三
九
」

一
高
利
之
差
引
之
儀

二
付
御
家
老
共
な
申
聞
候
事
、

（朱
）

「
四
〇
」

一
婦
人
出
奔
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

（未
）

「
四

一
」

一
役
場
々
々
先
輩
之
者
主
立
飲
食
之
儀
不
相
弛
様
可
致
旨

被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
四
二
」

一
御
改
正
之
儀
大
経

二
お
い
て
ハ
柳
義
不
可
改
旨
被
　
仰

出
候
事
、

（朱
）

「
四
三
」

一
町
郷
村
之
者
な
得
頼
目
安
書
之
儀

二
付
御
家
老
共
ぶ
申

聞
候
事
、

（朱
）

「
四
四
」

一
御
軍
制
御
改
被
成
被
　
仰
出
候
事
、



7  14 御法度書 (会津藩)

「（欧
Ｆ
」

一
婚
葬
之
式
被
相
定
候
節
被
　
仰
出
候
事
、

「（欧
ボ
」

一
学
問
武
芸
修
行
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（欧
Ｊ
」

一
御
政
道
之
儀
無
訳
致
疑
惑
批
判
等

二
及
候
儀

二
付
被

仰
出
候
事
、

「（欧
だ
」

一
学
問
修
行
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（欧
ガ
」

一
勤
之
者
学
問
修
行
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「孫
σ
」

一
家
筋

二
無
之
共
其
器

二
当
候
者

ハ
可
被
召
仕
旨
被
　
仰

出
候
事
、

（朱
）

「
五

一
」

一
公
義
ぶ
御
触
有
之
候

二
付
武
役
之
面
々
心
得
方
之
儀
御

家
老
共
‘
申
聞
候
事
、

「〈殊
ゴ
」

一
学
校
御
普
請
成
就
文
武
修
行
弥
可
相
励
旨
被
　
仰
出
候

事
、

３
琳
ゴ
」

一
日
新
館
童
子
訓
御
編
集
被
成
其
意
を
意
得
致
候
様
改
而

被
　
仰
出
候
事
、

御
当
代

「孫
旺
」

一
兵
学
修
行
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（珠
Ｆ
」

一
頭
役
之
者
組
支
配
之
者
取
扱
方
之
儀
被
　
仰
出
候
事
、

「（珠
／
」

一
御
参
府
前
士
風
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
五
七
」

一
学
問
之
儀
程
朱
之
学
流

へ
被
相
復
候
節
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
五
八
」

一
武
備
教
練
兵
学
修
行
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
五
九
」

一
学
校
諸
生
風
儀
可
相
励
旨
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
六
〇
」

一
御
目
見
被
　
仰
上
候
節
江
戸
御
屋
敷
御
家
中
之
面
々
風

儀
相
励
候
様
御
箇
条
を
以
被
　
仰
出
候
事
、

（朱
）

「
六

一
」

一
御
家
中
之
諸
士

へ
御
手
当
被
成
下
士
風
御
教
誡
之
事
、

（朱
）

「
六
二
」

一
御
家
中
倹
約
之
制
被
　
仰
出
候
事
、

「（絲
多
」

一
江
戸
御
屋
敷
内
倹
約
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

「（絲
ビ
」

一
御
入
部
之
節
御
家
中
御
領
中

へ
被
　
仰
出
候
事
、

「（絲
Ｆ
」

一
御
軍
役
之
儀

二
付
被
　
仰
出
侯
事
、

以
上

巻
三

日
録

（朱
）

「
六
六
」

一
諸
士
諸
奉
公
人
之
御
作
法
、

（朱
）

「
六
七
」

一
継
目
或
は
嫡
子
養
子
等
之
儀

二
付
御
作
法
、

（朱
）

「
六
八
」

一
武
備
之
儀

二
付
御
定
、

「（蝶
が
」

一
学
校
文
武
之
修
行

二
付
御
定
、



（朱
）

「
七
〇
」

一
家
中
物
成
丼
諸
渡
物
或

ハ
居
役
金
小
普
請
料
之
御
定
、

（朱
）

「
七

一
」

一
建
馬
之
御
定
、

（朱
）

「
七
二
」

一
御
城
中
御
規
式
御
定
、

（朱
）

「
七
三
」

一
御
礼
申
上
候
節
差
上
物

之
御
定
、

（朱
）

「
七
四
」

一
御
祝
儀
申
上
或

ハ
　
御
機
嫌
伺
之
御
作
法
、

（朱
）

「
七
五
」

一
御
通
行
之
節
之
御
作
法
、

（朱
）

「
七
六
」

一
御
城
中
之
御
作
法
、

（朱
Ｘ
七
七
脱
）

「
七
八
」

一
郭
門
出
入
御
作
法
、

（朱
）

「
七
九
」

一
公
儀
御
手
前
御
日
柄
御
用
地
向
謡
鳴
物
停
止
之
御
定
、

（朱
）

「
八
〇
」

一
御
家
訓
井
御
掟
書
丼
御
軍
令
拝
聴
御
定
、

（朱
）

「
八

一
」

一
撰
挙
御
定
、

（朱
）

「
八
二
」

一
夜
居
之
間
井
会
所

二
て
御
家
老
共
ヨ
リ
御
用
承
知
或

ハ

申
達
候
節
之
御
作
法
、

附
、
宅
々
へ
申
達
候
次
第
、

（朱
）

「
八
三
」

一
御
礼
御
受
等
勤
方
之
御
定
、

（朱
）

「
八
四
」

一
神
文
之
御
定
、

恐

Ｆ
」

一
御
家
老
共

へ
諸
士
謁
候
御
定
、

「感
だ
」

一
御
勘
気
者
丼
御
穿
盤
人
之
義

二
付
御
作
法
、

（朱
）

「
八
七
」

一
赦
願
之
心
得
方
、

以
上

（朱
）

「
一
」
公
儀
武
家
諸
法
度

一
文
武
忠
孝
を
励
し
可
正
礼
儀
事
、

一
参
勤
交
替
之
義
毎
歳
守
所
定
之
時
節
、
従
者
之
員
数
不
可
及
繁
多

事
、

一
人
馬
兵
具
等
分
限
に
応
し
可
相
嗜
事
、

一
新
規
之
城
郭
構
営
堅
禁
於
居
城
之
涅
塁
石
壁
等
破
壊
之
時
は
達
奉

行
所
可
受
差
図
也
、
櫓
屏
門
以
下

ハ
如
先
規
可
修
補
事
、

一
企
新
規
結
徒
党
成
誓
約
丼
私
之
関
所
新
法
之
津
留
制
禁
事
、

一
江
戸
井
何
国
に
て
も
不
慮
之
義
有
之
候
と
言
と
も
猥
に
不
可
駈
集
、

在
国
之
輩
は
其
所
を
守
り
下
知
を
相
待

へ
く
也
、
何
所
に
て
雖
行

刑
罰
役
者
之
外
不
可
出
向
可
任
検
使
之
左
右
事
、

一
喧
嘩
口
論
可
加
謹
慎
私
之
争
論
制
禁
之
、
若
無
拠
子
細
有
之

ハ
達

奉
行
所
可
受
其
旨
、
不
依
何
事
令
荷
担
者
其
各
本
人
ぶ
重
か
る
ヘ

し
、
井
本
主
之
障
有
之
者
不
可
相
拘
事
、

附
、
頭
有
之
輩
百
（麒
請
論
其
支
配

へ
令
談
合
可
済
之
、
有
滞
義
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ハ
評
定
所

へ
差
出
可
受
捌
事
、

一
国
主
城
主
壱
万
石
以
上
近
習
丼
諸
奉
行
諸
物
頭
私
不
可
結
婚
姻
、

惣
而
公
家
も
於
結
縁
辺
は
達
奉
行
所
可
受
差
図
事
、

一
音
信
贈
答
嫁
晏
之
規
式
或
は
饗
応
或

ハ
家
宅
営
作
等
其
外
万
事
可

用
倹
約
、
惣
而
無
益
之
道
具
を
好
ミ
不
可
致
私
之
奢
事
、

一
衣
裳
之
品
不
可
混
乱
、
自
綾
公
卿
以
上
、
自
小
袖
諸
大
夫
以
上
免

許
之
事
、

附
、
徒
若
党
之
衣
類

ハ
羽
二
重
絹
紬
布
木
綿
、
弓
鉄
砲
之
者

ハ

紬
布
木
綿
、
其
外

二
至
り
て
ハ
万
に
布
木
綿
可
用
事
、

一
乗
輿
は

一
門
之
歴
々
国
主
城
主
壱
万
石
以
上
丼
国
大
名
之
息
城
主

及
侍
従
以
上
之
嫡
子
、
或

ハ
年
二
十
以
上
許
、
儒
医
諸
出
家

ハ
制

外
之
事
、

一
養
子
は
同
（麒
ぼ
応
之
者
を
撰
ミ
、
若
無
之
に
お
い
て
ハ
由
緒
を
正

し
存
生
之
内

二
可
致
言
上
、
五
十
以
上
十
七
歳
以
下
之
輩
及
末
期

雖
致
養
子
吟
味
之
上
可
立
之
、
仮
令
雖
実
子
筋
目
違
た
る
義
不
可

立
事
、

附
、
殉
死
之
義
弥
令
制
禁
事
、

一
知
行
之
所
務
清
廉
沙
汰
之
、
国
郡
不
可
令
衰
弊
、
道
路
駅
馬
橋
舟

等
無
断
絶
可
令
往
還
事
、

附
、
荷
船
之
外
大
船
は
如
先
規
停
止
之
事
、

一
諸
国
散
在
之
寺
社
領
、
従
古
至
千
今
所
附
来
は
不
可
取
放
は
勿
論
、

新
地
之
寺
社
建
立
弥
令
停
止
之
、
若
無
拠
子
細
有
之

ハ
達
奉
行
所

可
受
差
図
事
、

一
万
事
江
戸
之
法
度

二
応
し
国
々
所
々
二
お
い
て
可
遵
行
事
、

右
条
々
堅
可
相
守
者
也
、

天
保
七
年
丁
未
九
月
十

一
日

「（珠
』
土
津
様
御
代
御
家
中
武
具
心
懸
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

諸
侍
共
兼
而
度
々
被
　
仰
含
候
儀

二
候
間
、
定
而
武
具
馬
具
等

ハ
分

量
相
応

二
可
相
嗜
候
得
共
必
小
道
具
共
を
調
不
申
物

二
侯
、
大
抵
道

具
を
調
候
て
も
其
外
細
々
之
道
具

ハ
安
き
事

二
候
故
油
断
致
、
只
今

打
起
候
時
．麓
ざ
何
角
行
当
物

二
候
、
常
々
組
頭
は
組
之
者

二
諸
道
具

沙
汰
候
様

二
内
々
催
促
可
致
候
、
少
々
ハ
武
具
馬
具
を
組
頭
内
々
ニ

而
見
候
而
も
尤

二
候
得
共
、
今
程
左
様
之
義
を
仕
候

ハ
ヽ
世
間
之
沙

汰
を
可
致
侯
得

ハ
左
程

ニ
ハ
不
入
事

二
候
、
不
足
之
道
具
を
無
油
断

心
懸
候
様

二
可
申
付
、
此
趣

ハ
其
組
中

二
親
類
欺
近
き
人
二
様
子
具



二
申
伝
候

ハ
ヽ
脇
々
二
而
も
承
心
懸
を
可
致
候
条
、
八
人
之
組
頭
江

此
段
可
申
渡
旨
被
　
仰
出
候
事
、

正
保
二
年
乙
酉
四
月
八
日

（朱
）

「
三
」
土
津
様
御
代
組
頭
始
諸
頭
心
得
方
之
儀
被
　
仰
出
候
事
、

（第
力
）

組
頭
物
頭
諸
頭
共
大

一
御
為
を
肝
要

二
可
存
事

二
候
、
我
預
之
役
を

は
常
々
我
物

二
存
候
様

二
朝
夕
心

二
入
候

ハ
ヽ
悪
敷
義

ハ
有
間
敷
候
、

仮
令
は
何
様
之
義
を
被
　
仰
付
候
共
是

ハ
如
何
と
存
候
得
は
被
　
仰

付
次
第
と
存
か
た
つ
り
に
物
を
心
得
候
故
、
悪
敷
か
た
つ
り
て
申
渡

候
間
、
組
中
も
↑
こ
さ
ま
に
心
得
候
事
皆
々
頭
衆
不
合
点
故

二
候
、

言
葉

ハ
如
何
様
に
も
あ
れ
心
を
能
請
而
差
引
仕
候

ハ
ヽ
悪
敷
儀

ハ
有

間
敷
候
、
自
然
是

ハ
如
何
と
存
寄
候

ハ
ヽ
ひ
そ
か
に
談
合
前
々
保
科

民
部

へ
中
候
而
余
儀
可
仕
候
、
組
頭
衆

ハ
お
と
な
し
き
心
持
肝
要

ニ

候
旨
被
　
仰
出
候
事
、

慶
安
二
年
己
丑
二
月

（朱
）

「
四
」
土
津
様
御
代
御
家
中
武
具
可
改
旨
被
　
仰
出
候
事
、

家
中
之
武
具
馬
具
組
頭
常
々
心
懸
、
壱
人
々
々
之
前
を
細
々
に
改
而

不
足
之
所
を
可
為
仕
候
、
乍
然
惣
様
を
只

一
度
に
存
候

ハ
ヽ
世
間
之

沙
汰
も
亦
如
何
に
候
間
、
壱
人
ツ
ヽ
の
を
不
絶
改
る
義
専
要

二
候
、

俄
之
時
不
足
之
事
諸
品
共

二
於
有
之

ハ
其
組
頭
之
可
為
越
度
候
、
物

頭
共
も
武
道
具

一
度
請
取
封
を
付
置
候
と
計
心
済

二
存
候

ハ
ヽ
、
虫

喰
又
広
狭
長
短
を
も
存
間
敷
候
、
折
々
矢
倉

へ
参
り
他

へ
不
見
様
人

々
へ
為
着
見
て
、
能
比
を

ハ
其
名
を
書
付
、
俄
之
時

ハ
書
付
次
第

ニ

着
セ
て
指
物

ハ
差
出
候
様
常
々
心
懸
可
申
候
、
乍
去
俄

二
人
二
左
様

仕
候

ハ
ヽ
世
間
も
如
何

二
候
間
、
折
々
目
立
候
は
ぬ
様
に
矢
倉

へ
参

り
戸
を
も
さ
し
我
組
々
之
者

二
申
付
、
必
々
常
々
嗜
肝
要

二
　
思
召

候
間
、
追
々
頭
々
手
元

二
而
吟
味
致
候
様
被
　
仰
出
候
事
、

慶
安
二
年
己
壁
二
月
廿
日

（朱
）

「
五
」
土
津
様
御
代
諸
士
屋
敷
ぶ
手
作
物
売
出
或

ハ
礼
物
等
取
候
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

風
俗
流
弊

二
而
侍
屋
敷
ぶ
手
作
物
売
出
、
或

ハ
極
月

二
至
り
町
家

ヘ

罷
出
候
者
も
間
々
有
之
、
或

ハ
物
頭
之
内

二
て
同
心
之
方
ぶ
節
句
為

礼
菜
大
根

つ
れ
を
取
候
、
是

ハ
又
も
不
苦
候
得
共
自
然
代
物
を
取
者

も
有
之
由
沙
汰
之
限
り
成
事
共

二
候
、
少
々
菜
大
根
つ
れ
も
不
入
事
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共

二
候
と
　
　
御
意
被
遊
候
段
、
保
科
民
部
平
日
之
物
語

二
咄
風
俗

可
相
励
由
被
　
仰
出
候
事
、

慶
安
二
年
己
曇
二
月
廿
日

「（絲
』
土
津
様
御
代
組
頭
共
仲
ケ
問
合
之
儀

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

組
頭
衆
仲
ケ
間
之
儀
万
事
御
為
所
之
儀

二
候
間
、
互
二
無
心
置
毎
事

打
と
け
て
心
を
不
残
和
ら
か
に
相
談
仕
候
様

二
常
々
之
心
得
肝
要

ニ

候
、
我
々
二
而
は
御
用
も
調
間
敷
候
、
其
品
々
北
原
釆
女
常
々
心
懸

候
様

二
と
の
御
事

二
候
、

慶
安
二
年
己
丑
十

一
月

（朱
）

「
七
」
土
津
様
御
代
組
頭
共
其
組
之
馬
を
可
見
旨
被
　
仰
出
候
事
、

組
頭
衆

ハ
年
中

二
二
度
程
ツ
ヽ
何
れ
の
馬
場
な
り
共
最
寄
次
第

二
罷

出
、
五
疋
七
疋
ツ
ヽ
も
折
々
組
之
衆
之
馬
を
自
身

二
為
乗
見
可
申
候
、

老
人
或

ハ
病
者
之
義
は
格
別

二
候
、
若
者
は
常
々
自
身

二
乗
相
嗜
候

様
可
仕
旨
被
　
仰
出
候
事
、

慶
安
二
年
己
丑
十
二
月
七
日

（朱
）

「
八
」
土
津
様
御
代
風
説
雑
談
之
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

（罹
力
）

諸
侍
共
傍
輩
之
暉

二
罷
り
候
風
説
或

ハ
不
実
之
雑
説
致
候
儀
可
相
慎

候
、
就
中
　
御
城
御
番
所
に
お
い
て
無
作
と
し
た
る
雑
談
不
致
様
兼

而
組
頭
共
御
番
所

へ
寄
合
候
刻
能
々
可
申
諭
旨
被
　
仰
出
候
事
、

慶
安
四
年
辛
卯
十
二
月
十
七
日

（朱
）

「
九
」
土
津
様
御
代
侍
分
之
者
町
江
出
候
時
格
好
相
応

二
供
可
召
連

旨
被
　
仰
出
候
事
、

侍
分
之
者
用
事
有
之
町
江
出
候
時
は
、
其
身
上
格
好
相
応

二
供
を
召

連
可
罷
出
候
、
縦

ハ
知
行
高
之
者
小
者

一
僕
之
体

二
而
出
候
儀

ハ
不

入
事

二
候
、
少
し
も
宜
者

ハ
道
具
等
を
為
持
出
候
而
尤

二
候
、
人
々

町

ヘ
ハ
用
所
有
之
物

二
候
間
出
候
儀
無
用
之
　
思
召

ニ
ハ
無
之
旨
被

仰
出
候
事
、

承
応
元
年
壬
辰
六
月
朔
日

（朱
）

「
十
」
土
津
様
御
代
仲
ケ
間
申
合
拝
借
金
之
儀
及
訴
訟
候
節
被
　
仰

出
候
事
、

（起
請
）

此
度
身
体
不
成
者
共
記
証
文
を
書
仲
ケ
間
と
し
て
中
合
候
段
、
其
節



心
二
不
覚
徒
党
之
様
相
間
候
、
然
共
少
も
左
様
之
心
底

二
而

ハ
無
之

身
体
不
成
段
迷
惑
成
儘

二
可
致
と
　
思
召
候

二
付
而
、
此
度
之
者
共

儀
拝
借
被
　
仰
付
候
、
自
今
以
後
拝
借
金
之
義
申
上
候
共
御
取
揚
被

成
間
敷
候
間
取
次
仕
間
敷
候
、
惣
而
不
依
何
品
申
合
起
証
文
杯
於
仕

候
は
無
御
取
揚
却
而
曲
事

二
可
被
　
仰
付
候
間
、
此
趣
就
中
組
頭
共

二
懇

二
申
渡
以
来
之
義
堅
無
用

二
可
仕
由
被
　
仰
出
候
事
、

万
治
三
年
庚
子
十

一
月
十
七
日

（朱
）

「
十

一
」
土
津
様
御
代
御
供
番
頭
御
小
性
頭
小
番
頭
支
配
取
扱
方
之

義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

一
組
中
之
儀
万
事
無
私
致
差
引
猥
リ
ニ
不
可
令
他
出
、
奉
公
不
奉
公

之
段
無
遠
慮
可
申
上
事
、

一
組
中
之
訴
訟
於
道
理
有
之
は
急
度
可
申
上
事
、

一
理
不
尽
之
輩
有
之
は
急
度
可
申
上
事
、

（
マ
マ
）

右
条
々
堅
可
相
守
、
若
於
贔
贋
　
中
忘
公
儀
は
可
為
越
度
者
也
、

寛
文
三
年
癸
卯
七
月
十
日

（朱
）

「
十
二
」
土
津
様
御
代
火
葬
井
産
子
を
殺
候
義

二
付
被
　
仰
出
候
事
、

火
葬

ハ
不
孝
、
産
子
を
殺
候
は
不
慈

二
候
処
、
風
俗

二
相
成
諸
人
共

行
有
之
処
、
只
今
急
度
御
法
度

二
被
　
仰
付
候

二
而

ハ
無
之
候

へ
共
、

頭
々
之
者
不
限
此
度
平
日
火
葬
之
不
孝
成
事
、
産
子
を
殺
候

ハ
不
慈

成
事
を
下
々
へ
折
々
無
油
断
委
細

二
可
申
教
候
、
其
中

二
教
を
不
聞

入
者
候

ハ
ヽ
　
　
殿
様
殊
之
外
御
嫌
被
成
候
間
、
達
　
御
耳
候

ハ
ヽ

不
可
然
事
之
由
弥
可
申
聞
候
、
左
候

ハ
ヽ
次
第

二
火
葬
も
可
相
止
と

思
召
候
、
尤
葬
送
之
規
式
を
美
々
敷
致
分
外

二
厚
致
葬
可
然
と

思
召
候
義

二
而

ハ
全
無
之
候
、
先
ツ
火
葬

二
さ

へ
不
致
候

ヘ
ハ
能
事

と
　
思
召
候
、
依
之
　
御
主
意
之
御
書
付
左
之
通
被
遣
候
、
頭
立
候

者

へ
為
見
可
申
旨
被
　
仰
出
候
事
、

一
火
葬

ハ
甚
為
不
孝
之
儀
能
教
可
申
事
、

一
下
々
殺
産
子
候
事
甚
為
不
慈
候
条
、
是
亦
能
教
可
申
候
事
、

寛
文
三
年
癸
卯
七
月
十
五
日

（朱
）

「
十
三
」
土
津
様
御
代
子
供
を
無
慈
悲

二
育
候
者
有
之
被
　
仰
出
候

事
、

組
附
吉
田
次
郎
左
衛
門
草
履
取
長
蔵
と
申
者
、
御
勘
定
頭
野
村
喜
惣

兵
衛
悴
宇
兵
衛
と
付
合
居
候
処
、
組
付
黒
河
内
彦
右
衛
門
悴
又
市
郎
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儀
右
宇
兵
魯
こ
弄
蔵
を
討
立
退
候
企
有
之
哉

二
長
蔵
承
之
、
己
故

ニ

若
輩
之
宇
兵
衛
を
為
討
候
事
を
無
念

二
存
し
、
於
本
二
丁
又
市
郎
を

討
候
処
、
　
　
土
津
様
御
下
知

二
長
蔵
義
己
故

二
宇
兵
衛
を
為
討
候

而
は
無
念

二
存
又
市
郎
を
討
候
段
、
此
上
之
仕
方

ニ
ハ
尤
之
儀

二
候
、

彼
又
市
郎
義

ハ
日
来
不
作
法
其
上
草
履
取
風
情
之
者

二
見
苦
敷
被
討

候
段
、
此
者
之
死
骸
を

ハ
諸
人
為
令
見
晒
候
而
も
可
然
程

二
　
思
召

候
、
長
蔵
義

ハ
常
々
御
助
可
被
成
程

二
　
思
召
候
得
共
、
元
之
違
た

る
義

二
候
条
討
首

二
致
、
勿
論
死
骸
を
様
し
首
晒
候

二
不
及
旨
被

仰
出
候
、
其
親
々
へ
左
之
通
被
　
仰
出
候
段
御
家
中
之
面
々
へ
為
申

聞
候
様
御
下
知
之
事
、

一
黒
河
内
彦
右
衛
門
義
悴
又
市
郎
日
来
不
作
法
之
儀
有
之
候
を
も
無

構
差
置
、
子
を
殺
侯
様

二
仕
な
し
候
儀
子
に
無
慈
悲
な
る
者

ニ

思
召
候
間
閉
門
可
申
付
候
、

一
野
村
喜
惣
兵
衛
儀
若
輩
之
悴
草
履
取
風
情
之
者
と
付
合
候
を
も
不

存
、
是
亦
子
を
捨
候
様

二
む
さ
と
育
候
義
無
慈
悲
成
者

二
　
思
召

候
間
閉
門
申
付
可
差
置
候
、

一
右
彦
右
衛
門
喜
惣
兵
衛
義
悴
不
作
法
有
之
を
も
無
構
子
を
捨
候
様

二
致
候
義
、
子

二
無
慈
悲
成
者

二
　
思
召
候

二
付
閉
門
被
　
仰
付

候
間
、
右
之
旨
御
家
中
之
面
々
へ
可
申
聞
候
、
子
を
持
候
者

ハ
常

々
無
油
断
子
之
教
育
可
仕
旨
被
　
仰
出
候
事
、

寛
文
五
年
乙
旦
二
月
五
日

（朱
Ｘ
十
五
カ
）

「
十
四
」
土
津
様
御
代
御
家
中
無
尽
之
企
相
聞
候

二
付
被
　
仰
出
候

事
、

侍
共
無
尽
之
企
仕
候
由
粗
達
　
御
耳
二
候
、
兼
而
御
法
度

二
被
　
仰

出
た
る
儀

ニ
ハ
無
之
候
得
共
心
法
見
苦
事

二
被
　
思
召
候
、
百
睡
げ

人
小
者
中
間
杯
之
作
法
之
様

二
可
有
之
候
、
常
々
致
倹
約

一
分
之
見

苦
敷

ハ
不
苦
候
、
侍
に
不
似
合
仕
方

ハ
縦
及
餓
死
候
と
も
有
之
間
敷

儀

二
候
、
右
之
趣
田
中
三
郎
兵
衛
相
心
得
八
組
之
組
頭
方

へ
申
渡
内

証
二
而
無
尽
相
止
候
様
に
と
被
　
思
召
候
、
御
近
習
之
面
々
成
瀬
主

計
心
得
可
申
渡
、
右
之
外
従
会
所
申
渡
筋
有
之
は
自
然
内
証

二
而
可

申
聞
旨
被
　
仰
出
候
事
、

寛
文
七
年
丁
未
二
月
十
日

（朱
Ｘ
十
四
カ
）

「十
五
」
土
津
様
御
代
被
下
物
之
願
申
出
候
義
二
付
被
　
仰
出
候
事
、

惣
而
無
筋
被
下
物
杯
之
訴
訟
仕
者
有
之
様
二
　
思
召
候
、
自
然
左
様


